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宅古屋の民主主義をs河 村汚染から守るために

「反対」の票を投じましょう ! くアピ
ール〉

名古屋市民、とくに有権者の皆さんに訴えます。

ご承知のように、2月 6日 には、地方自治法による直接請求として、市議会解
散の是

非を問う住民投票が行われます。それと同時に、河村市長が自分勝
手な理屈から辞職し

たので、市長選挙も行われます。

しかしその過程では、いくつかの欺輔 (ぎまん)力 あゞつたことに、注意
しなければなり

ません。

第一の欺輪 (ぎまん)、議会を排除し、

意のままの議会を作つて独裁権力を握ろうとする企み

河村市長は、自分の減税公約の実現を市議会が阻止する
ので、住民投票でそれを解

体し、意のままになる議会を作るのだと言つています。しか
し、彼に

一票を投じた有権者

たちは、二元代表制を否定し、地方自治の根幹である議会を粉砕す
ることまで期待した

のでしようか。今や、51万 票は市長が独裁権力を握るため
の手段に過ぎなくなり、減

税どころか、相次く
｀
選挙のために巨額の税金を無駄遣いすることになりました。

このように、

51万 票の意味を自分に都合よく解釈したのは、欺R前の第
一です。

第二の欺臨ゃ住民投票を減税問題にすり替え

住民投票の目的についても、欺購を行つています。市議会
リコール署名をあたかも「減

税の署名」であるかのように宣伝して集めたことです。税
金問題でリコ

ールができないこ

とは、法律で決められているのを知りながら、市長とそ
のサポータ~ズ は、減税の旗を

立てて、それを署名集めに利用しました。署名の事実
上の目的は市議会つぶしなのに、

それを減税問題にすり替える。これが欺輔の第
二です。

滅税提案そのものが、第二の欺備

河村市長は減税を 「公約に掲げた」と言いますが、
「公約違反の金持ち減税だ」、「そ

のために公共サ
ービスが減少する」と言う批判には何も答えていません

。彼にとつては、

まやかしでも何でも票を集めればいいのでしよう
か。減税の声につられて署名した市民た

ちの生活に、河村減税の効果は果たしてある
のでしようか。

第四の欺捕、民主主義を逆手にとつて民主主義
を破壊する

このような 「まやかし減税」で署名を集めた市長は、
一方では、民主主義の夜明けだ

とか庶民革命だとか言つていますが、権力者
が先頭に立って民衆の不満を吸い取り、議

会の牙を抜くことは、逆に民主主義の破壊
です。民主主義は対話と討論で成り立

つもの

であり、反対意見なしには存続はしません。そ
もそも権力者が民主主義を言うこと自体が

欺輔なのです。

第五の欺購、偽造と相製青L造の署名

欺臓の極め付きは署名運動のそ
のものです。市長が先頭に立ち、サポ

ーターを動員し

て集めた署名には、たくさんの偽造が含ま
れていました。

一人で何度も署名したとか、回



覧板で署名簿が回つてきたなど
の例も多数脅

りました。このような偽造を河村市長が扇動

して行つたことが、第五の欺繭です。

なぜ人気が集まるのか

た第鴫鎖鏑蝙薔とあ鉛活話吊&霊査だ握客算課署済豊ど壕鬱爵
匙

け
撞磐琶予次彊長益楽説揮ギピ酒私ったにせよ、国政選挙にも準ずるべき業務において、
必

吾

な厳し

員長録ゴ増 漁 事や映像を求めることにこだわつ
て、社会の木鐸としての

使命を忘れているのではありません
か。

われを)れ市民はどうすればいいの,L6日の投票日にはどうした1らいいのでし
以上のようなことを考えた時、来

るべき

よ
る汁
J島呂岳島|千
塞最!言事れ亨凝協

長のゴリ押しによる 「無駄這
い選挙」

②
密蓑齢劇尭、先碁蟄だ導責√花ざ↓品R襲選察騒ぐ運軽警予
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2翻         から守るために、堂々と「反対」の票を投じま
しよう。
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